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組 ̶非行の risk factor にターゲットをあてた教育と研究̶」
トピックス1　学校教育関係者から注目される矯正教育の教育モデル
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④北西太平洋の海洋汚染の状況、の 4分類で合計 28 項目である。また、気象庁は、解析・予測精度
の向上のために、新たに観測機器「中層フロート」を日本近海に投入し、観測データの充実を図っている。
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窒素酸化物排出低減用触媒技術の開発動向
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1970～ Clean Air Act（CAA） 米国において 1970年に成立した連邦法。







Ozone Transport Commission 
（OTC）NOx Budget Program








NOx State Implementation 
Plan（SIP）Call




Clean Air Interstate Rule
（CAIR）
東部 28州とコロンビア特別区にある石炭火力
発電所から放出される SO2 と NOxの排出を、
10年間で大幅な削減が目的。
検討中 Clear Skies Act




















（Lowest  Achievable 
Emission Rate）
１物質でも連邦大気環



























※これらの基準は、いずれも改正大気清浄法 （CAAA：Clean Air Act Amendments 1990）に基づく排出基準として適用。                       参考文献 14）
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  h t tp : / /www.n i s t ep .go . j p/
achiev/ftx/jpn/stfc/stt052j/
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10）  「平成 16年度大気汚染状況につ
いて」環境省：http://www.env.
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　1997 年 12 月、気候変動枠組み
条約第３回締約国会議（COP3、
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 （参考） 数値目標 吸収源枠 温室効果ガス排出量
 日本 ▲６％ ▲ 3.9％ ▲ 2.1％
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図表３　世界の二酸化炭素（CO2）地域別排出量の変遷と国別排出量の現状
グラフ内の数値は億トンCO2                                                                                                                                                                                                                                          参考文献５）より
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（Global Relationship Assessment 
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大気中CO2 濃度を 2100年において450～ 1,000ppmで飽和、安定化させるシ
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結果である。                               参考文献９）をもとに科学技術動向研究センターにて作成























































能力は 2003 年の約 47000tU ／年



















2004年 12月 31日現在、1 GWは 100万 kW
参考文献 12）をもとに科学技術動向研究セン
ターにて作成
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医療等における放射線利用も含む。                                                                                参考文献 15）より
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図表１　社会経済ニーズ調査の概要
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現在の暮らしの維持 得点 より豊かな生活 得点
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ケースＡ 4 4 4 2 2 2 1 1 1
ケースＢ 2 1 1 1 4 4 2 4 2
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日本の科学技術の現状と今後の予測　社会・経済ニーズ調査　注目科学技術領域の発展シナリオ調査
図表 18　シナリオテーマと最終的な発展シナリオの提出者
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